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≪学習目標≫ 

 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考え方などを理解したり表現したり

伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成する。 

 

≪年間授業実施計画≫ 

月 単元名・教材名等 学習内容・項目等 学習ポイント・その他 
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① New Start 

② Koshien Project in Africa 

③Taste of Culture 

The Three Dolls 

 

④Leave Only Footprints 

⑤Work Experience 

⑥High-Tech Nature 

 

Friendship beyond Time and 

Borders 

 

⑦Unique Animals 

⑧A Hope for Lasting Peace 

この 1年で得た「宝物」 

 

○未来の文 (be going to,will)   

○接続詞（when,if） 

○接続詞（that） 

○助動詞（must） 

○have to, don’t have to 

○不定詞：名詞的用法 

○動名詞 

 

○比較級（erをつける形） 

○最上級（estをつける形） 

○同等比較（as～as） 

○more, mostを伴う比較変化 

○不規則に変化する比較級、最上級

（better, bestなど） 

○how to ～ 

○look形容詞 

○show 人 物 

○受け身表現 

 

○現在完了形：完了 

○現在完了形：経験 

○現在完了形：継続 

日本らしい体験ができる宿泊体験学習先を決

定するために、体験学習プランについて、根拠

をもって論理的に自分の意見を伝えることがで

きる。 

 

ニュージーランドからやってきた留学生とスポー

ツを通して親交を深めるために、提案するスポ

ーツについて、自分の意見を伝え合うことがで

きる。 

 

地域の外国出身の方と世界屋台フードフェステ

ィバルで販売するのに適した料理を決定するた

めに、料理の特色や魅力についての意見を聞

き、考えたことや疑問に思ったことなどを伝え合

うことができる。 

 

地域住民によりよい提案をするために、身近な

環境問題の改善策について、意見を述べたり、

相手の意見を聞いて情報を整理し、内容に対し

て応答したりすることができる。 

 

多角的な視点から将来の目標について考えを

まとめるために、職業体験で学んだことや感じ

たことを整理して伝えたり、スピーチに対する友

達からの質問や感想を生かしてエッセイを書い

たりすることができる。 

 

日本が抱える環境問題に対する実現可能な取

組を提案するために、複数の案を比較しなが

ら、意見を述べることができる。また、友達の発

表を聞いて、要点を捉えることができる。 

 

体験入学生が週末に行く場所を決めることが

できるように、複数のおすすめの場所を比較し

ながら、その場所の特徴や魅力について、意見

を伝え合うことができる。 

 

ニュージーランドの生徒に日本の魅力が伝わる

ように、日本の歴史や日本に行ったときに体験

すべき文化や行事などについて、自分の体験や

調べた情報などを整理し、紹介することができ

る。 



≪評価の観点および具体的な評価方法≫ 

観点１「知識・技能」 観点２「思考・判断・表現」 観点３「主体的に学習に取り組む態度」 

評価の観点 具体的な評価方法 

観点１ 

・リスニング・リーディング・スピーキングテスト 

（パフォーマンステストを含む） 

・小テスト、休み明けテスト、定期テストなど       

・単語・熟語・文法を理解し、正しく使えているか 

・言語活動での達成度 

・英作文 
観点２ 

観点３ 

・コミュニケーション活動への取り組み 

・日々の授業の様子  

 

≪教科の約束事≫ 

● 授業のルール 

   ① Enjoy your mistakes. （間違いを恐れない。間違いを楽しむ。） 

  →普段の授業でどんなに間違えても成績が悪くなることはありません。むしろ、積極的な

姿勢が評価されます。 

 

   ② Everyone’s English is beautiful. （みんなの英語は美しい。） 

   →間違えながら上達していくものです。 

 

   ③ Quick response. （素早く反応する。３秒以上の沈黙は NG！分からなくてもなんとか

リアクションで反応する） 

 

   ○その他 

 ・欠席等で小テスト、パフォーマンステストが受けられなかった場合は、原則として、次の

授業で受ける。（定期テストのルールを参考にします） 

 →休んでいたので用意していないなど、困ったときは先生に相談しましょう。 

 ・プリント（テスト返却等を除く）を配付する際は欠席した場合にも机の中に入れておきま

す。 

 

 

 

 

 

 


